
 
 
 
 
 
羽生市教育委員会の取組  

○MEXCBT の活用 

今年度より、市内全小・中学校において MEXCBT（文   

部科学省 CBT システム）の活用を開始した。また、本市

では、令和５年度から埼玉県学力・学習状況調査の CBT

（Computer Based Testing）による実施を予定して

いる。 

そこで、児童生徒が MEXCBT の使用方法や CBT の

解答方法について習熟を図ることができるよう、１１月

を「MEXCBT チャレンジ月間」に設定した。文部科学

省から提供された入門問題や市教育委員会で選定した

MEXCBT 内の問題を全小・中学校に一斉配信し、期間

内に全児童生徒が問題に取り組めるようにした。 

 

羽生市立須影小学校の取組  

羽生市立須影小学校は、令和２・３年度に埼玉県教育委員会「情報活用能力育成推進事業」の研

究委嘱を受け、研究・実践を積み重ねた。令和４年度は、その研究成果を生かし、様々な教科で情

報活用能力や ICT を活用した実践を行っている。 

 

○教科名 体育（第５学年） 

○単元名 「Follow & Smile で決めよう、1、2、アタック！（ソフトバレーボール）」  

○単元の目標（ICT との関連部分） 

  ルールを工夫したり、自己やチームの特徴に応じた作戦を選んだりするとともに、自己や仲間 

の考えたことを他者に伝えることができるようにする。    〈思考力、判断力、表現力等〉  

○身に付けたい力（ICT との関連部分） 

自分や仲間が行った動きの工夫について、動作や言葉、絵図、ICT 機器を用いて記録した動画 

などを使って他者に伝えること。 

○単元の目標を達成するためのＩＣＴ端末の活用 

 ・須影小学校では、ＩＣＴ端末の活用を推進するために、 

学習指導案に ICT の活用について明記している。本単 

元では、身に付けたい力や評価規準にも ICT の活用に 

ついて明記されている。 

   

 

 

 

令和４年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「教科等の目標を達成するための一人一台端末の活用」 

羽生市教育委員会・羽生市立須影小学校・羽生市立三田ヶ谷小学校 

実践１ 

【通知 ＭＥＸＣＢＴチャレンジ月間について】 

【指導案 単元及び学習活動に即した評価規準】 

【思考・判断・表現】の評価規準 

②自分や仲間が行った動きの工夫について、動作や

言葉、絵図、ICT 機器を用いて記録した動画など

を使って他者に伝えている。 



・映像や掲示物で本時のねらいにそった技 

能や動きのポイントを押さえた後に、短 

い時間の実戦形式の「トライゲーム」を 

設け、タブレットで撮影した。その後、 

ICT の「I」、思いやりの「愛」、見合う目 

の「eye」を意識した「学び『アイ』タイ 

ム」を設定し、撮影した動画をもとに、 

チームで話し合ったり、教え合ったりす 

ることで、本時のねらいとする技能や動 

きの課題解決につなげられるようにした。 

 

・「学び『アイ』タイム」で、動きの視点とポイントを明確にし、タブレットで撮影した自チームの

動画を見ることで、具体的なアドバイスを引き出し、自分やチームの課題解決につなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

羽生市立三田ヶ谷小学校の取組  

 羽生市立三田ヶ谷小学校は、今年度、全学級で ICT を活用した研究授業の実践を行った。 

 

○教科名 図画工作（第５学年） 

○題材名 「色を重ねて広がる形」  

○題材の目標（ICT との関連部分） 

 ・「彫り」と「刷り」の繰り返しから想像を広げ、表したいことを考える。 

〈思考力、判断力、表現力等〉 

○身に付けたい力（ICT との関連部分） 

 イメージを広げ、形や色のよさを感じながら工夫して表現すること 

○単元の目標を達成するためのＩＣＴ端末の活用 

 ・彫り進み版画では、掘ったときに残る色をイメージすることが難し

い。そこで、タブレットで版木を撮影した画像に、これから彫りた

いところに色ペンで書き込みをできるようにした。その際、掘った

後に残る色と同色のペンで書き込めるようにしたことで、完成図を

イメージできるようにした。 

 

 ・前時の作品と比較して、自分の作品がどのように表現主題に近付い

ていったのかを確認するために、毎時間の最後に、作品を撮影し、

ポートフォリオにまとめた。また、ポートフォリオを振り返りに使

うことで、次時への見通しをもつことができるようにした。 

 

【学び「アイ」タイム・タブレット活動場面の様子】 

実践２ 

【指導案  学び「アイ」タイム・タブレット活動場面の明記】 

【色ペンでの書き込み】 

【ポートフォリオの蓄積】 


